






良い大学に「合格」がゴールではない時代に大切なのは
常に学び・経験を積み上げ自分自身をアップデートし続けること

最終学歴が評価されないということは、良い大学に合格しても将来安泰ではないということ。あなたが卒業してか
らどのようなことを学び、どのような活動をしてきたのか、ということが問われるのです。将来的になりたい職業・取
り組みたい仕事ができる環境に自分を置くためには、常に必要な知識や経験を貪欲に求めて行動し続ける必要
があります。つまり、最新学歴が重要な社会になってくるのです。

最終学歴が武器にならない？

「終身雇用制」の終わり
日本を代表する自動車メーカーにおいても、今後の採
用は中途採用の割合を引き上げていく方針を打ち出
している現代。新卒で就職してから定年まで年功序列
で社内でキャリアアップ（出世）しながら働き続けると
いう働き方は過去のものになりつつあります。

実際に役立つ経験・知識が評価される
年功序列で出世する＝勤続年数で評価されるわけで
はない時代では、「どの様なことを経験してきたのか」
「どの様な知識を持っているのか」という実際に業務
に必要な個人の能力が評価されます。偏差値という
数値で比較する「最終学歴」ではないのです。

早活とは、高校卒業後にストレートに進学をする
のではなく、就職して社会経験を早くから積んで
いくこと。早活を選択した人材は「キャリアを早い
タイミングで選択した人」として自分のキャリアを
主体的に考え、若くして社会人経験を積んだ人
材として評価されています。

2011年一橋大学大学院修了。同年、経済産業省に
入省。産業人材政策、クールジャパンファンド立ち上
げ、福島復興、成長戦略策定に携わる。 2017年、経
済産業省を退官し、リクルートワークス研究所の研究
員に。また一般社団法人スクール・トゥ・ワークの代表理
事として「早活キャリア」を提唱している。岐阜県出身。
東海高校卒。

ADVISER 「早活」の提唱者
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あなたは進学向き？　それとも早活向き？

あなたの傾向は次ページを確認！

1 8歳の選択

下記の質問で当てはまる項目にチェックを入れよう。
チェックし終わったら、A・Bそれぞれでチェックした数を記入してみよう。
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A B

Aでチェックをつけた数 個 Bでチェックをつけた数

本を読んだり勉強する中で
自分の興味関心に気づく

積極的に様々な人と関わり、視野を広げて、
新しいことにチャレンジすることが好き

新しいことには思い切って
チャレンジしたいので、下調べはしっかりする

文章を理解して要点をまとめることが割と得意

あるテーマについて資料を集めてまとめたり、
話し合ったり、発表することが好き

具体的に学びたいテーマを持っている

疑問に思ったりわからないことはすぐに調べる

講義や授業を受けることが嫌ではない

ゲームをするときは攻略法を
先にリサーチしてからやる方だ

社会で活躍している大人に会って、
自分の視野を広げたい

身近に困っている人がいたら、
どのような社会的な課題があるか調べたくなる
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興味はなくとも部活や趣味は
挑戦してみてから好きになることが多い

大きな目標を立てるより、目の前の出てきた
小さな目標に向かって努力することが好き

事前にあれこれ考えるよりも、
まずはやってみて改善していくことが得意

専門的な技術やスキルや資格を
早く身につけたい

プライベートでやりたいことがたくさんある

早く親から自立して自分で稼いだ
お金を自由に使いたい

机に向かって勉強するより、
身体を動かしたり、実践的な学習が好き

疑問に思ったり気になったときは
すぐに行動を起こしてみる

ゲームをするときは、まずやってみて
壁にぶつかってから攻略法を調べる

自分自身の力で課題を解決した時に
テンションが上がる

身近に困っている人がいたら、
何ができるかわからなくても声をかけてみる

個

キ
ャ
リ
ア

60歳30歳

■ これまでのキャリアアップ

40歳 50歳

同じ組織の中で
持久走のようにキャリアアップ

1社目 2社目 3社目 独立

60歳30歳

■ これからのキャリアアップ

40歳 50歳

知識・経験を蓄積

転職・独立で
キャリアアップ

若者キャリア研究のエキスパート 古屋星斗さんに聞く 一般社団法人
スクール・トゥ・ワーク
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